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講師

臼 井　俊 明
■腎臓内科
■透析療法
■一般内科

専門領域

茨城県唯一の在宅血液透析指導施設としての
取り組み

　当院は、茨城県唯一の在宅血液透析（HHD:Home 
Hemodialysis）指導施設です。HHDは、名前の通り、
自宅で血液透析をしていただく治療方法です。日本では、
未だ馴染みの薄い治療法であると思われますので、ご紹介
をさせていただきます。
　HHDは、新しい治療法ではなく、実は30年以上前から
ありますが、最近になり有効性が見直されて来ています。
平成28年末の透析医学会の集計で、HHDの患者数は、日
本全国の透析患者数約32万人の0.19%にあたる635名の
みです。
　当院は、平成24年11月から茨城県初の在宅血液透析患
者のトレーニングを開始し、平成25年12月に当院での第
１号のHHD患者様が治療開始しました。その後、年に３
〜５人のペースでHHD患者数が増加し、現在では17名の
患者様が在宅血液透析を実施されており、20例目の患者
様が当院透析室で自宅透析トレーニングを行っておりま
す。自宅での血液透析回数も延べ数で、400回/月と施設
透析（病院へ通院いただいて行う血液透析）比の30%に
迫っております。
　当院の在宅血液透析患者様の特徴として、１次医療圏の
水戸市・笠間市以外の２次医療圏の患者様の割合が多いこ
とがあげられます。ご自宅が当院から車で１時間以内の方
を対象に、当院へ通院で在宅血液透析の教育指導トレーニ
ングを実施しています。患者様の住居地の50%が２次医
療圏の患者様です。２次医療圏の具体例として、ひたちな
か市、つくば市、かすみがうら市、筑西市、鉾田市在住の
患者様が、月１回の当院への外来通院をしながら、自宅で
のHHDを行っております。
　HHDの利点は、１）患者様のライフスタイルに合わ
せ、自由な時間・頻度で、自宅で治療を行うことができる
ため社会復帰が見込めること、２）十分な透析量を確保す
ることで、腎移植に匹敵する生命予後改善効果が見込める
こと、３）食事制限が緩和されて栄養状態の改善が見込め
ること、などが代表的です。
　一方で、HHDのデメリットは、１）透析用の部屋が必
要、２）改築費の捻出（HHD研究会の報告では平均34万

円）、３）電気・ガス・集配代金の負担増（２〜４万円/
月）、４）機械の構造の理解と操作ができる基礎学力、
５）血管を自己穿刺できる勇気と技術、６）介助者が必
須、７）下水道の完備といった条件をクリアできる方のみ
が享受できる医療であることであり、ここが最大の障壁と
なっています。
　前術のように、HHD治療は、どなたでも受けられる
治療法ではないという欠点はありますが、透析患者の
36.2%を占める65歳以下の勤労世代の透析患者様に高い
QOLを保ち、社会貢献を継続していただくことができる
治療法です。
　当院でのHHD患者様の透析頻度と時間に関してご説
明させていただきます。透析プロダクト（HDP=週の平
均透析時間×（週の透析回数）2 ）が、透析量の指標として
一般的に用いられます。生命予後が改善すると言われる
HDPが72以上の透析量を、当院でHHDを行っている全
員が達成されております。腎不全に対する全ての食事制限
が不要となり、腎移植レベルの生命予後が期待できるの
は、HDPが225以上とされております。当院のHHD患者
様のうち５名はこの基準を超えて治療を実施しておりま
す。当院のHHD患者様の透析時間と透析頻度を 図）にお
示しします。お示ししているように、当院のHHD患者様
は十分量の透析量を確保して治療を行っていることが分か
ります。
　当院での施設透析は現在、満床であり、新規の維持透
析受け入れが難しい状況ではあります。一方で、HHDト
レーニング用のベッドは、１床から２床へと確保数が増え
ましたので、年間で最大６人のトレーニングが可能な状態
となっております（平均トレーニング期間は約３〜４ヶ月
になります）。各透析施設でHHD適応のある患者様のご
紹介をお待ちしております。

図）：当院のHHD患者様の透析頻度・透析時間、年齢
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准教授

星  拓 男
■臨床麻酔
■手術医学
■集中治療

専門領域

第１３回筑波大学附属病院
茨城県地域臨床教育センター講演会の報告

　平成31年２月２日に茨城県立中央病院研修棟会議室A

にて「呼吸を診るー呼吸不全のフィジカルアセスメントー」

の講演会を開催しました。開始前にAV機器のトラブルが

有りヒヤッとさせられましたが無事に解決し、予定時間ど

おりに開始することが出来ました。演者の神戸百年記念病

院の尾崎孝平先生は、尾崎塾の塾長として全国的に有名な

呼吸、医療ガス、血液ガスなどのスペシャリストで、その

セミナーには定評があり、Ozacuitなど道具を使った実演

もあるため通常は実費がそれなりに掛かりますが、今回は

コヴィディエン・ジャパンの協力を得て参加者には無料で

の受講を実現できました。今回は、呼吸について関心のあ

る医療従事者にとってのカリスマ的講師の講演であったた

め、院内にはある程度宣伝したものの、院外には広報活動

をあまりしなかったにもかかわらず、県内各地の医師、看

護師、臨床工学技士、理学療法士など、院外からの参加者

が２/３以上を占めるなど予想外に多くの参加者が集まり

ました。

　講演ではビデオ画像を用いた視覚的にもわかりやすい話

に加えて、代表者によるゲーム的要素を含む実演、また、

Ozacuitを用いて呼吸不全状態を参加者全員に体感させる

とともにその状態での視診、触診を二人一組になって行

い、背側の胸郭が広がらずに無気肺が出来ていくことや上

気道狭窄時に吸息時間の延長が起こること、呼吸回数は増

えないことなどを体感するとともに実際に診察で確認し理

解するという非常に有意義な時間であった。プレゼンテー

ションに関しても、ピンマイクを用いて説明しながら、講

師の尾崎先生の手元がよく見えるように手元をビデオでス

クリーンに映し出すなど、非常にわかりやすいもので、ス

クリーンを見ながら同じように診察することにより実際に

説明通りに変化していく二人一組のパートナーの状態を確

認できるというような工夫が随所に見られた素晴らしいも

のであった。

　急遽直前に会場が災害医療センターから研修等へ変更に

なるなど、こちら側の不手際で受講者には迷惑をかけたが、

実習と合わせて90分×２の予定の講演があっという間に

終わり、その後の質疑応答でも多くの質問が出ていました。

今後今回の講演内容が臨床に生かされるであろうことを期

待するとともに、尾崎先生および土曜日にもかかわらず参

加していただいた先生方に感謝いたしたいと思います。

開催状況 尾崎孝平先生


